
「       ・       」
　働く女性が増え、共働き世帯が増加している一方で、家事や子育ては依然として女性に偏りがち・・・

　　家庭内で話し合い、役割分担ができていれば問題ありませんが、負担が偏ることで、希望する働き方を諦めたり、

家庭内のストレスにつながってしまうことも。家事や子育てを「みんなでシェア」する「共家事・共育て」で、家族と

の時間や自分の時間をもっと豊かにしてみませんか？

シェアとは、パートナーや家族と協力することはもちろん、お惣菜や時短家電などを活用して、家事の時間を

短縮するなど、周囲の力を頼ることも含みます。

夫婦や家族、地域などで家事や子育てを「シェア」すること

トモカジ・トモソダテ

たとえば、こんなことからはじめてみませんか？

長崎県 共家事

わが家の共家事・共育て度を

ウェブサイトでチェック！

令和７年１１月１４日～２３日を、「共家事・共育て

ウィーク」としてPRを実施！

時短家事につながるお惣菜をセール価格で販

売いただくなど、企業や団体のみなさまにご協力

いただきました。企業情報はウェブサイトからチェ

ックできます。ぜひご覧ください。

「共家事・共育てウィーク」実施しました！

レッツ！
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58.6%
対象者：20～59歳の男女　出典：長崎県の取組に関する県民意識アンケート調査（R7）

Q. 家庭生活において男女が家事や育児等を協力して行っていると思いますか？
自分では
やっている
つもりでも…？

の回答率
「思う」 男性 40.1%女性




